ナガスクジラ科鯨類の精巣における形態学的および組織学的構造とその繁殖特性 by 井上 聡子
ナガスクジラ科鯨類の精巣における形態学的および
組織学的構造とその繁殖特性
著者 井上  聡子
学位名 博士（海洋科学）
学位授与機関 東京海洋大学
学位授与年度 2014
学位授与番号 12614博甲第343号
URL http://id.nii.ac.jp/1342/00001036/
[課程博士・論文博士共通] 
 
博士学位論文内容要旨 
Abstract 
 
精巣は雄性生殖器であり、一般に哺乳類の雄個体の性状態や繁殖期を知る上で重要な器官のひとつであ
る。しかし、鯨類では体内における精巣と他臓器との位置関係や輸精経路といった基礎的な知見が極めて
限定的である。また精巣内部の性成熟進行過程や精子形成の季節的変化は鯨種によって異なることが知ら
れているものの、全ての鯨種で解明されてはいない。個体の性状態や繁殖周期に関する情報は資源の状態
や動向の把握にも重要であることから、本研究ではナガスクジラ科鯨類を対象に、i) 精巣の体内位置、ii) 
精巣組織の性成熟進行過程および iii) 精子形成の季節的変化について分析することにより、大型鯨類の精
巣の基礎的情報の拡充と繁殖特性の解明に貢献することを目的とした。 
第 1 章ではミンククジラ Balaenoptera acutorostrata を対象として、精巣の体内位置と輸精経路を把握す
るため肉眼観察を行った。2008 年から 2013 年にかけて三陸沖と釧路沖で実施された第二期北西太平洋鯨
類捕獲調査（JARPNⅡ）沿岸域調査において捕獲された雄個体の精巣採集時に観察し、うち 36 個体につ
いて写真や動画撮影により精巣の体内位置などを記録した。また精巣内部の微細構造の観察も行った。こ
の結果、精巣は腹腔内において、腹膜からの間膜により支持されており、精巣の尾部側後端で腹膜と腹側
の筋肉とに固定され、直腸と仕切る腹膜とで形成される袋様の膜に納まっていることが明らかとなった。
また、精巣内部で形成された精子は精巣頭部側から精巣上体へ続く管を通り、精巣尾部側において輸精管
に移行した後、前述の袋様の腹膜にさらに間膜をおくような複雑な膜構造の中を管が通り、体外に放出さ
れると考えられた。 
第 2 章ではミンククジラとニタリクジラ B. edeni において、精巣内部の性成熟進行過程を比較した。ミ
ンククジラは 2008 年から 2010 年の JARPANⅡ沿岸域調査で、ニタリクジラでは 2011 年から 2012 年の同
沖合域調査で採集された個体を対象とした。両鯨種の性成熟体長から性成熟途中にあると考えられた個体
（ミンククジラ：体長 6.30-6.86 m；ニタリクジラ：体長 10.14-12.00 m）を選定し、ミンククジラ 165 検体
（11 個体×15 部位）、ニタリクジラ 180 検体（12 個体×15 部位）の精巣組織切片標本（HE 染色）を作製、
観察した。精巣内部での精子形成の場である精細管について、その直径と管腔の有無、精細胞の分類観察
を行い、部位ごとに比較した。その結果、ミンククジラでは精巣頭部側中心部から性成熟が開始し、徐々
に尾部側へと移行していくことが明らかとなった。ニタリクジラでは頭部側中心部と中央中心部の成熟が
他の部位よりも早く、尾部側が最も遅い結果となった。両鯨種では捕獲調査の精巣内部に最も早く性成熟
する部位を性成熟の基準として採集していることから、ミンククジラでは採集部位を再考すべきことが示
唆された。また、先行研究からイワシクジラ B. borealis では精巣中央中心部から性成熟が開始し頭部側腹
面が最も遅いと報告されており、同じナガスクジラ科鯨類でも精巣内部の性成熟進行過程が異なることが
明らかとなった。 
第 3 章ではミンククジラ、ニタリクジラ、イワシクジラを対象として精巣重量と精子形成の季節的変化
を検討した。ミンククジラは JARPN および JARPNⅡ（1994-2007 年）、ニタリクジラは JARPNⅡ（2000-2007
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年）、イワシクジラは JARPNⅡ（2002-2007 年）の標本と生物情報を使用し、精巣重量はそれぞれ 822 個体、
244 個体、424 個体を、精巣組織は 212 個体、105 個体、135 個体を採集された月ごとに比較した。結果と
して、精巣重量は 3 鯨種ともに未成熟個体に季節による変化はみられなかったが、性成熟個体においてミ
ンククジラでは 4 月から 10 月にかけて増加し、イワシクジラでは 5 月から 9 月にかけて精巣重量が急速
に増加した。一方で、ニタリクジラの精巣重量は 6 月から 9 月にかけてほとんど変化は見られなかった。
精巣を組織学的に見ると、精細管直径に未成熟個体は 3 鯨種ともに月による差はみられなかった。ミンク
クジラの性成熟個体では 4 月から 7 月にかけて直径が緩やかに縮小し、10 月にかけて再び拡大した。イワ
シクジラでは 6 月に直径が縮小した後 9 月にかけて拡大した。ニタリクジラは 6 月から 9 月にかけてほぼ
一定の値をとった。ミンククジラで 4 月に、イワシクジラで 5 月と 9 月に精子がみられた一方でニタリク
ジラは各月で一定して精子が観察された。精母細胞と精子細胞を有する精細管の割合はミンククジラとイ
ワシクジラともに 7 月に最も減少したが、ニタリクジラでは季節的な変化がみられなかった。 
以上から、本研究により、これまで知見の少なかった大型鯨類での精巣の体内位置について基礎的な情
報を得ることができた。また、精巣重量、精細管直径、精子形成状況いずれもほぼ同様な季節変化を示し、
3 鯨種間の明瞭な差が明らかとなった。つまり、精子形成の季節的変化の結果から、イワシクジラの繁殖
期は明瞭であり、ニタリクジラでは年間を通じて繁殖が行われていることが示唆された。ミンククジラは
前 2 鯨種に比べて中間的な位置にあった。これらの違いはそれぞれの繁殖（索餌）回遊様式とも有機的な
関連があり、各鯨種が選択した生活に合わせた繁殖戦略をとった結果と考えられ、これらの違いがまた精
巣内部の性成熟進行過程の差異とも関係が深いものと考えられた。 
 
